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陸上競技研究紀要編集委員会 

 

１．投稿資格について 

特に制限は設けない． 

 

２．投稿内容および種類について 

投稿内容は陸上競技についての理論と実践

に関するもので，内容に応じて，総説，原著，

研究資料，実践報告（指導法および指導記録の

報告），文献紹介に分類される．スタイルは和文，

英文のどちらでもよい． 

投稿論文には上記の投稿種別を明記し，日本

語に続けて英語のタイトル，著者，所属をつけ，

総説および原著には英文要約（150語以内）も

つけなければならない． 

（注：何らかの理由で英文要約等の作成が困難

な場合は，編集委員会にその旨をご相談くださ

い） 

 

３．採否等について 

原稿は査読を行い,査読結果をもとに採否お

よび掲載順序の決定，校正などは編集委員会が

行う． 

 

４．原稿の書き方について  

本文は，A4判縦置き横書きとし，1頁に横 42

文字×縦 38字で約 1600字，刷り上がり 10頁

以内，図表もその頁数に含む,すべて白黒にて作

成すること． 

計量単位は，原則として国際単位系（m，kg，

secなど）とする． 

また，英文字および数字は半角とする． 

 

５．文献の書き方について 

本文中の文献は，著者（発行年または online）

という形式で表記する． 

例 1） 田中（1996）は ------ 

例 2） 文部科学省（online）は ------ 

文献は，原則として，本文最後に著者名の

ABC順で記載する．書誌データの記載方法は，

著者名（発行年），論文名，誌名，巻（号），ペ

ージの順とする. 

例）吉原 礼，武田 理，小山宏之，阿江通良

(2006) 女子棒高跳選手の跳躍動作 のバイオ

メカニクス的分析．陸上競技研究紀要，2：58-

64. 

伊藤 宏（1992) 陸上競技の発育・発達．陸上

競技指導教本―基礎理論編―． 日本陸上競技

連盟編，大修館書店，55-72． 

同一著者，同発行年の文献を複数引用した場

合は発行年の後に a,b,c をつける．  

例） 田中ら（1996ｂ）は，―――― 

  WEB サイトや WEB サイトに掲載されてい

る PDF ファイルなどを引用文献とする場合は，

著者名（発行年）WEBページの題目，URL，(参

照日)と表記する．発行年やファイル名が特定でき

ない場合は（著者名，online）と表記する． 

例）日本陸上競技連盟（online）陸上競技ヒスト

リー，https://www.jaaf.or.jp/history/syoushi/，（参

照日 2020年 7月 24日） 

 詳細は，「体育学研究」投稿の手引を参考にする． 

 

６．原稿の提出先 

投稿原稿（本文は MS Word，図表は MS 

Power Point で作成）は，下記へ E-mail の添

付ファイルとして送付する. 

日本陸上競技連盟 

  「陸上競技研究紀要」 編集委員会宛  

E-mail：kiyou＠jaaf.or.jp 

 

７．原稿の締め切り 

原稿の締め切りは特に設けず，随時受理し，

査読を行う．ただし、2021年度版は，2022年

1月 16日とする． 

 

８．その他 

本研究紀要に掲載された内容の著作権は公

益財団法人日本陸上競技連盟に帰属する． 

 

（2021年 10月 19日 改訂） 


